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□町制施行120周年町村合併60周年記念式典が開催されました
□除雪作業にご協力ください
□ 12月は年末納税強化月間です
□知ってけろ !! 高畠町地域おこし協力隊 !

TopicTopic

高畠中学校開校に向け親睦を深める
小学校学習発表交流会「六校祭」

Public relations of Takahata-town,Yamagata in JapanPublic relations of Takahata-town,Yamagata in Japan

人口と世帯数

11 月１日現在

人口 24,366人

男 11,836人

女 12,530人

世帯数 7,525世帯

®

【高畠 ホ ムペ ジ高畠 ホ ムペ ジ】

写真写真／／屋代小学校６年生　よさこいソーランよっちょれ屋代小学校６年生　よさこいソーランよっちょれ
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一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

　

11
月
３
日
文
化
の
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
「
ま
ほ
ら
」
に
お
い
て
、

平
成
27
年
度
高
畠
町
功
労
者
表
彰
式
と
第
35
回
高
畠
町
町
民
憲
章

推
進
大
会
が
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
上
、
各
種
分
野
で

功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
、
表
彰
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

高
畠
町
町
制
施
行

高
畠
町
町
制
施
行
120120
周
年
町
村
合
併

周
年
町
村
合
併
6060
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

高
畠
町
功
労
者
表
彰
式

高
畠
町
功
労
者
表
彰
式

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭
和
43
年

か
ら
平
成
26
年
11
月
ま
で
の
47
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は

じ
め
と
す
る
数
多
く
の
統
計
調
査
に

従
事
さ
れ
、
本
町
の
自
治
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

澤
井
正
志
さ
ん

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭
和
55
年

か
ら
平
成
26
年
８
月
ま
で
の
34
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は

じ
め
と
す
る
数
多
く
の
統
計
調
査
に

従
事
さ
れ
、
本
町
の
自
治
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

澁
江
正
光
さ
ん

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭
和
53
年

か
ら
平
成
26
年
11
月
ま
で
の
37
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は

じ
め
と
す
る
数
多
く
の
統
計
調
査
に

従
事
さ
れ
、
本
町
の
自
治
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

（故）

後
藤
悦
郎
さ
ん

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭
和
53
年

か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
の
37
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は

じ
め
と
す
る
数
多
く
の
統
計
調
査
に

従
事
さ
れ
、
本
町
の
自
治
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

小
林
欣
弘
さ
ん

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭
和
62
年

か
ら
平
成
26
年
９
月
ま
で
の
28
年
間

自
治
功
労

齋
藤
紀
夫
さ
ん

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭
和
57
年

か
ら
平
成
27
年
５
月
ま
で
の
31
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は

じ
め
と
す
る
数
多
く
の
統
計
調
査
に

従
事
さ
れ
、
本
町
の
自
治
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

（故）

佐
藤
良
吉
さ
ん

功
労
者
表
彰

　

高
畠
町
議
会
議
員
と
し
て
、
平
成

７
年
か
ら
５
期
20
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
各
常
任

委
員
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
本
町
の

自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。 自

治
功
労

武
田
正
德
さ
ん

　

高
畠
町
議
会
議
員
と
し
て
、
平
成

11
年
か
ら
４
期
16
年
の
永
き
に
わ
た

自
治
功
労

大
木　

寛
さ
ん

　

高
畠
町
議
会
議
員
と
し
て
、
平
成

11
年
か
ら
４
期
16
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
副
議
長
を
は
じ
め
各
常
任
委
員

長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
本
町
の
自
治

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

安
部
喜
一
さ
ん

　

高
畠
町
議
会
議
員
と
し
て
、
平
成

７
年
か
ら
５
期
20
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
各
常
任
委
員
長
な
ど
を
務
め
ら

れ
、
本
町
の
自
治
の
振
興
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

二
宮
隆
一
さ
ん

り
、
各
常
任
委
員
長
な
ど
を
務
め
ら

れ
、
本
町
の
自
治
の
振
興
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は

じ
め
と
す
る
数
多
く
の
統
計
調
査
に

従
事
さ
れ
、
本
町
の
自
治
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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一．　　　　一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章 

　

平
成
11
年
か
ら
平
成
27
年
２
月
ま

で
の
16
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
二

井
宿
財
産
区
管
理
委
員
を
は
じ
め
同

財
産
区
会
長
を
務
め
ら
れ
、
山
林
の

管
理
や
林
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
37
年
か
ら
53
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
、
町
内
小
中
学
校
の
学
校
薬

剤
師
と
し
て
務
め
ら
れ
、
児
童
・
生

徒
の
健
康
管
理
並
び
に
学
校
保
健
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
か
ら
平
成
26
年
９
月
ま

で
の
18
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
屋

代
財
産
区
管
理
委
員
を
は
じ
め
町
財

産
区
連
合
協
議
会
長
な
ど
を
務
め
ら

れ
、
山
林
の
管
理
や
林
業
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
か
ら
平
成
26
年
９
月
ま

で
の
16
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
屋

代
財
産
区
管
理
委
員
を
務
め
ら
れ
、

山
林
の
管
理
や
林
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま

で
の
５
年
間
に
わ
た
り
、
高
畠
町
教

育
長
を
務
め
ら
れ
、
町
内
中
学
校
の

統
合
化
な
ど
、
本
町
の
教
育
の
振
興

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
か
ら
平
成
19
年
11
月
ま

で
の
間
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
及

び
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長

を
そ
れ
ぞ
れ
10
年
及
び
９
年
務
め
ら

れ
、
本
町
の
介
護
予
防
や
在
宅
福
祉

の
礎
を
築
く
な
ど
、
社
会
福
祉
の
増

進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
か
ら
永
年
に
わ
た
り
、

町
営
体
育
館
長
及
び
町
体
育
協
会
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
本
町
の
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
弘
志
さ
ん

　

平
成
16
年
か
ら
永
き
に
わ
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
健
康
運
動
の

指
導
及
び
普
及
啓
発
を
通
じ
、
町
民

の
健
康
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

昭
和
54
年
か
ら
永
き
に
わ
た
り
、

福
祉
施
設
の
奉
仕
活
動
を
は
じ
め
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
実
施
す
る
な
ど
多

く
の
社
会
活
動
を
通
じ
本
町
の
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
か
ら
永
き
に
わ
た
り
、

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
除
排
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
は
じ
め
多
く
の
社
会
活
動

を
通
じ
、
本
町
の
地
域
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
形
発
地
域
ド
ラ
マ
『
私
の
青
お

に
』
の
制
作
に
伴
い
、
浜
田
広
介
童

話
「
泣
い
た
赤
お
に
」
を
は
じ
め
本

町
の
魅
力
あ
る
資
源
を
ド
ラ
マ
を
通

じ
て
全
国
に
発
信
さ
れ
、
本
町
の
観

光
や
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
ホ
テ
ル
に
お
い

て
本
町
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
を
使
用
し
た

ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
な
ど

本
町
産
農
産
物
や
加
工
食
品
並
び
に

本
町
の
食
文
化
の
普
及
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
か
ら
永
き
に
わ
た
り
、

サ
ロ
ン「
フ
レ
ン
ズ
ひ
ろ
ば
」を
は
じ

め
多
く
の
障
が
い
者
の
社
会
参
加
及

び
交
流
活
動
を
通
じ
、
本
町
の
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
畠
町
健
康
運
動
サ
ポ
ー
タ
ー

げ
ん
き
か
い

一
般
社
団
法
人

高
畠
青
年
会
議
所

日
本
放
送
協
会

山
形
放
送
局

株
式
会
社
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

取
締
役
総
料
理
長

市
川
博
史
さ
ん

サ
ー
ク
ル

「
フ
レ
ン
ズ
」

高
畠
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

婦
人
の
会

教
育
功
労

髙
井
雄
司
さ
ん

社
会
福
祉
功
労

吉
田
東
市
さ
ん

産
業
功
労

石
山
吉
範
さ
ん

産
業
功
労

濱
田
幸
助
さ
ん

産
業
功
労

島
津　

久
さ
ん

教
育
功
労

寒
河
江
鴻
一
さ
ん

感
謝
状
贈
呈



3     2015.12 ４

　　一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

町
民
憲
章
優
秀
実
践
団
体
お
よ
び
個
人
、
町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

（
応
募
総
数
８
８
９
点
）
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
各
４
部

門
の
最
優
秀
作
文
の
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。

高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会

高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会  

優
秀
実
践
団
体

優
秀
実
践
団
体

優
秀
実
践
団
体

　

飯
森
蕎
楽
会
は
平
成
20
年
に
飯
森
自
治
区

内
の
融
和
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
森
地
区
内
の
親
睦
活
動
を
企
画
・
実
施

さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
天
神
山
お
よ
び
周
辺

環
境
の
美
化
、
天
神
山
の
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
の
ほ
か
、
地
域
住
民
の
た
め
に
交
通
安
全

指
導
等
を
行
い
、
自
治
区
内
住
民
の
生
き
が

い
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

は
と
み
ね
民
踊
会

　
（
代
表　

遠
藤
い
ち　
さ
ん
）

　

は
と
み
ね
民
踊
会
は
平
成
６
年
に
町
の
ま

ほ
ろ
ば
民
踊
会
か
ら
分
家
し
、
屋
代
地
区
で

独
自
に
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
結
成

か
ら
21
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
、
屋
代
地
区
文
化
祭
や
敬
老
会
を
始

め
と
し
た
町
内
各
事
業
へ
積
極
的
に
参
加
さ

れ
、
日
本
舞
踊
を
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
置
賜
地
区
内
の
施
設
訪
問
を
行
う
な

ど
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
長
年

に
わ
た
り
意
欲
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、
豊

か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
団
体

で
す
。

松
川
ク
ラ
ブ

　
（
代
表　

大
掛
英
夫　
さ
ん
）

　

松
川
ク
ラ
ブ
は
昭
和
46
年
に
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
平

成
15
年
か
ら
は
か
っ
ぱ
公
園
お
よ
び
河
川
敷

の
清
掃
と
と
も
に
、
子
育
て
観
音
様
の
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
定
期
的
な
幼
児
施
設
と
の
交
流
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
募
金
の
寄
贈
な
ど
積

極
的
な
地
域
貢
献
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る

団
体
で
す
。

猪
野
勇
司　

さ
ん

　

平
成
10
年
度
に
高
畠
町
青
少
年
育
成
推
進

員
に
就
任
し
、
平
成
12
年
度
か
ら
副
会
長
、

さ
ら
に
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
25
年
度

ま
で
の
10
年
間
に
わ
た
り
、
置
賜
地
区
お
よ

び
高
畠
町
協
議
会
長
を
務
め
ら
れ
、
高
畠
町

は
も
と
よ
り
、
置
賜
地
区
の
事
業
に
積
極
的

に
参
画
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
後
も
和
田
地
区
公
民
館
運
営
委
員
や

自
治
公
民
館
主
事
と
し
て
人
材
育
成
と
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
町
民
憲
章

に
則
っ
た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
秀
実
践
者

優
秀
実
践
者

優
秀
実
践
者

飯
森
蕎
楽
会

　
（
代
表　

安
部　

豊
 
さ
ん
）

高
畠
町
町
制
施
行

高
畠
町
町
制
施
行
120120
周
年
町
村
合
併

周
年
町
村
合
併
6060
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典
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　　　　一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

「
わ
た
し
の
里
山
を
ま
も
り
た
い
」

▼
優
秀
／
佐
藤
愛
莉
（
高
畠
小
３
年
）

　
　
　
　

森
谷
ま
な
か
（
高
畠
小
３
年
）

▼
佳
作
／
安
部
か
り
ん
（
高
畠
小
３
年
）

　
　
　
　

中
川
栞
那
（
高
畠
小
３
年
）

　
　
　
　

中
川
涼
花
（
高
畠
小
３
年
）

　
　
　
　

戸
田
綾
奈
（
和
田
小
３
年
）

　
　
　
　

青
野
結
衣
（
和
田
小
２
年
）

　
　
　
　

武
田
陽
喜
（
和
田
小
２
年
）

　
　
　
　

渡
部
　

隼
（
和
田
小
１
年
）

　
　
　
　

大
浦
悠
貴
（
糠
野
目
小
３
年
）

　
　
　
　 町

民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

二井宿小学校３年
中川　優月

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

「
優
し
い
人
が
そ
ろ
う
町
」

▼
優
秀
／
小
野
夏
奈
子
（
高
畠
小
６
年
）

　
　
　
　

阿
部
萌
生
（
糠
野
目
小
４
年
）

▼
佳
作
／
遠
藤
千
尋
（
高
畠
小
６
年
）

　
　
　
　

佐
藤
万
見
（
高
畠
小
６
年
）

　
　
　
　

杉
本
　

淳
（
高
畠
小
６
年
）

　
　
　
　

阿
部
百
々
花
（
二
井
宿
小
５
年
）

　
　
　
　

金
子
海
羽
（
屋
代
小
６
年
）

　
　
　
　

齋
藤
風
花
（
屋
代
小
６
年
）

　
　
　
　

石
澤
香
澄
（
屋
代
小
４
年
）

　
　
　
　

大
塚
陽
路
（
屋
代
小
４
年
）

　
　
　
　

山
木
美
奈
（
亀
岡
小
６
年
）

　
　
　
　

今
井
萌
瑛
（
亀
岡
小
５
年
）

　
　
　
　

野
本
大
輔
（
糠
野
目
小
５
年
）

最
優
秀

和田小学校６年
佐藤　花南

《
中
学
校
の
部
》

「
高
畠
の
お
も
て
な
し
」

▼
優
秀
／
髙
野
尾
里
穂
（
三
中
３
年
）

　
　
　
　

鈴
木
愛
理
（
三
中
２
年
）

▼
佳
作
／
伊
藤
優
希
（
一
中
２
年
）

　
　
　
　

土
屋
絢
乃
（
一
中
１
年
）

　
　
　
　

揚
妻
海
斗
（
二
中
３
年
）

　
　
　
　

近
野
由
衣
（
二
中
３
年
）

　
　
　
　

佐
竹
里
緒
（
二
中
３
年
）

　
　
　
　

潟
湊
彩
華
（
三
中
３
年
）

　
　
　
　

青
野
瑠
夏
（
三
中
２
年
）

　
　
　
　

柿
崎
華
奈
（
四
中
３
年
）

　
　
　
　

木
村
友
哉
（
四
中
３
年
）

　
　
　
　

渡
部
　

歩
（
四
中
２
年
）

最
優
秀

第一中学校３年
島津　梨花

《
高
校
の
部
》

「
私
の
故
郷
、
高
畠
町
」

▼
優
秀
／
本
木
花
梨（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

斎
藤
志
帆（
高
畠
高
校
２
年
）

▼
佳
作
／
加
藤
史
帆（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

佐
藤
　

遥（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

佐
藤
若
菜（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

菅
原
花
梨（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

鈴
木
　

光（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

関　

栞
緒
里（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

我
妻
由
佳（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

加
藤
清
香（
高
畠
高
校
２
年
）

　
　
　
　

高畠高等学校３年
後藤　あすか

最
優
秀

最
優
秀

《
一
般
の
部
》

▼
佳
作
／
山
村
和
子
（
駅　

前
）
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　　　一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章 　　

高
畠
町
制
施
行

　
　

１
１
０
周
年
〜
１
２
０
周
年　
　

　

10
年
の

　
　
　

あ
ゆ
み

　
　
　
　

10
年
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ

　
　
　

り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
紹

　
　
　

介
し
ま
す
。

４
月　

県
立
高
畠
高
等
学
校
移
転
新
築

５
月　

降
雹
に
よ
り
、
ラ
フ
ラ
ン
ス
、
り

　
　
　

ん
ご
、さ
く
ら
ん
ぼ
等
に
被
害
（
被

　
　
　

害
額
２
億
７
千
万
円
）

７
月　

中
学
生
議
会
開
催

10
月　

高
畠
町
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ

　
　
　

ン
グ
ル
ト
ン
と
の
友
好
都
市
締
結
、

　
　
　

町
内
４
つ
の
中
学
校
と
シ
ン
グ
ル

　
　
　

ト
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
の
姉
妹
校

　
　
　

締
結

　

〃　

食
の
祭
典
開
催

11
月　

町
営
バ
ス
運
行
廃
止

12
月　

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
開
始

２００５年
平成17年

２０１４年
平成26年

２０１３年
平成25年

２０１１年
平成23年

２００８年
平成20年

１
月　

屋
代
地
区
公
民
館
・
屋
代
地

           

区
防
災
セ
ン
タ
ー
開
館

２
月　

高
畠
中
学
校
制
服
決
定

４
月　

町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
開
始

６
月　

糠
野
目
小
学
校
屋
外
プ
ー
ル

　
　
　

完
成

７
月　

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

　

〃　

大
雨
で
町
内
各
地
で
被
害

８
月　

青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
（
ニ

　
　
　

コ
ニ
コ
町
会
議
in
高
畠
町
開
催
）

10
月　

高
畠
中
学
校
建
設
工
事
着
工

11
月　

ま
ほ
ろ
ば
の
里
芸
能
祭
開
催

　
　
　

市
川
海
老
蔵
さ
ん
出
演

12
月　

大
字
亀
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　

セ
ン
タ
ー
完
成

４
月　

町
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

　
　
　

タ
ー「
た
か
っ
き
」「
は
た
っ
き
」

　
　
　

デ
ビ
ュ
ー

　

〃　

電
気
自
動
車
急
速
充
電
器
運
用

　
　
　

開
始

６
月　

山
形
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

７
月　

大
雨
で
町
内
各
地
で
被
害

10
月　

ひ
ろ
す
け
祭
 10 
周
年
・
浜
田
広　

　
　
　

介
記
念
館
開
館
25
周
年
記
念

　
　
　

高
畑
勲（
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
）講

　
　
　

演
会

１
月　

多
目
的
屋
内
運
動
場
オ
ー
プ
ン

３
月　

第
１
回
た
か
は
た
イ
ク
メ
ン
コ
ン
テ

　
　
　

ス
ト
開
催

　

〃　

東
日
本
大
震
災

４
月　

げ
ん
き
館
に
健
診
セ
ン
タ
ー
を
併
設

７
月　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了

10
月　

高
畠
町
上
和
田
交
流
館
オ
ー
プ
ン

　

〃　

戸
籍
電
算
化
ス
タ
ー
ト

　

〃　
「
知
事
と
語
ろ
う
市
町
村
ミ
ー
テ
ィ

　
　
　

ン
グ
 in 
高
畠
」
開
催

12
月　
「
泣
い
た
赤
お
に
」
を
原
案
に
し
た

　
　
　

映
画「
ｆｒ
ｉｅ
ｎ
ｄｓ 

も
の
の
け
島
の

　
　
　

ナ
キ
」公
開

２
月　
「
た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
」デ
ビ
ュ
ー

４
月　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
開
始

７
月　

ふ
る
さ
と
納
税
ス
タ
ー
ト

９
月　

た
か
は
た
食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

条
例
制
定

10
月　

高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
来
場
者
300
万
人

　
　
　

達
成

12
月　

第
９
回
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞

　
　
　

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
賞
受
賞

　

〃　

第
11
回
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞

　
　
　

ユ
ー
モ
ア
賞
受
賞

▲総合交流プラザオープン式の
　様子

▲認定された高畠ブランド
　商品

▼

高畠ワイナリー300万人目
　の来場者

▲高畠高校北側の町道に記念
　植樹を行いました

▲時沢小学校閉校

▲千代田クリーンセンター
　アクセス道路開通式

メンコンテスト

▲ニコニコ町会議の様子
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２０１５年
平成27年

２０１２年
平成24年

２０１０年
平成22年

２００９年
平成21年

２００７年
平成19年

２００６年
平成18年

２
月　

高
畠
中
学
校　

校
舎
・
体
育
館

　
　
　

完
成

　

〃　

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成

　

〃　

ま
ほ
ろ
ば
の
里
芸
能
祭
開
催

　
　
　

中
村
勘
九
郎
・
七
之
助
さ
ん
出
演

５
月　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
ス
タ
ー
ト

６
月　

ま
ほ
ろ
ば
の
里
芸
能
祭
開
催

　
　
　

市
川
猿
之
助
さ
ん
出
演

７
月　
「
私
の
青
お
に
」
高
畠
町
を
ロ
ケ　

　
　
　

地
に
撮
影
開
始

８
月　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交

　
　
　

付
開
始

10
月　

熱
中
小
学
校
開
校

11
月　
「
私
の
青
お
に
」
N
H
K
BS
プ

　
　
　

レ
ミ
ア
ム
に
て
放
送

２
月　

２
台
目
と
な
る
高
規
格
救
急
車
が

　
　
　

導
入

４
月　

置
賜
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
発
足

７
月　

山
形
新
幹
線
開
業
20
周
年
・
高
畠

　
　
　

駅
停
車
実
現
20
周
年
記
念
式
典

　

〃　

広
介
記
念
館
入
館
者
数
70
万
人
達
成

10
月　

開
業
２
周
年
を
迎
え
た
羽
田
空
港
で
、

　
　
　
「
ま
ほ
ろ
ば
の
里　

高
畠
の
秋
の
収

　
　
　

穫
祭
」
が
開
催

　

〃　

太
陽
館
開
館
20
周
年

12
月　

主
要
地
方
道 

米
沢
高
畠
線
佐
沢
竹

　
　
　

井
区
間
開
通

　

〃　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
局
開
局

３
月　

時
沢
小
学
校
閉
校

　

〃　

和
田
小
学
校
上
和
田
分
校
閉
校

８
月　

二
井
宿
小
学
校
・
亀
岡
小
学
校

　
　
　

太
陽
光
発
電
設
備
完
成

９
月　

町
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
サ
ー

　
　
　

ビ
ス
開
始

12
月　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ア
ク
セ

　
　
　

ス
道
路
開
通

１
月　

第
三
中
学
校
で
学
校
給
食
を
試
行

３
月　

第
五
次
高
畠
町
総
合
計
画
策
定

４
月　

た
か
は
た
こ
ど
も
園
開
園

　

〃　

町
内
全
中
学
校
で
学
校
給
食
開
始

　

〃　

公
立
高
畠
病
院 

地
方
公
営
企
業

　
　
　

法
全
部
適
用
団
体
へ

　

〃　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ー
ル
閉
鎖

５
月　

余
熱
利
用
施
設
「
湯
る
っ
と
」　　
　

　
　
　

オ
ー
プ
ン

11
月　

屋
代
児
童
館
移
転

12
月　

第
10
回
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞

　
　
　

大
賞
初
受
賞

　

〃　

移
動
図
書
館
「
は
ま
か
ぜ
号
」
運

　
　
　

行
開
始

４
月　

総
合
交
流
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

５
月　

広
介
記
念
館
入
館
者
数
60
万
人
達
成

９
月　
「
た
か
は
た
賛
歌
」
発
表

11
月　

高
畠
病
院
療
養
病
棟
開
設

12
月　

高
畠
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
観

　
　
　

光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

３
月　

亀
岡
児
童
館
・
糠
野
目
児
童
館
閉
園

４
月　

な
か
よ
し
保
育
園
開
園

　

〃　

寒
河
江
信
新
町
長
が
初
登
庁

７
月　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
た
か
は

　
　
　

た
荘
」
オ
ー
プ
ン

10
月　

高
畠
町
芸
術
文
化
協
会
創
立
40

　
　
　

周
年

▶
入
園
式
を
迎
え
た

　

た
か
は
た
こ
ど
も
園

◀
12
月
か
ら
運
行
さ

　

れ
た
は
ま
か
ぜ
号

▲町民音楽祭にてたかはた賛歌
　初披露

▲高畠町立なかよし保育園　開園

▲

第 1回イク

▲山形新幹線開業20周年
　記念イベントの様子

▼２台目となる高規格
　救急車

▲たかっき・はたっき
　お披露目式

▲完成した高畠中学校
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町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
納
税
金
や
国
・

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
納
税
金
や
国
・

県
か
ら
の
支
出
金
等
を
、
町
で
は
ど
の
よ

県
か
ら
の
支
出
金
等
を
、
町
で
は
ど
の
よ

う
に
使
っ
て
い
る
か
、
財
産
や
借
入
金
が

う
に
使
っ
て
い
る
か
、
財
産
や
借
入
金
が

ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
町
の

ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
町
の

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
平
成

　

こ
の
度
は
、
平
成
2727
年
９
月
末
現
在
の

年
９
月
末
現
在
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計歳入歳出予算額一般会計歳入歳出予算額

117117億億83908390万円万円

歳入歳入 歳出歳出
収入済額　54億9292万円
収入率　　46.6％

執行済額　46億1898万円
執行率　　39.2％

平成平成2727年度上半期（４月１日～９月年度上半期（４月１日～９月3030日）日）

町の財政状況をお知らせします町の財政状況をお知らせします
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特　　別　　会　　計

会　　　計　　　名 予　算　現　額 収　入　済　額 執　行　済　額

下 水 道 事 業 特 別 会 計 8億4663万円 4億2273万円 3億9091万円

農業集落排水事業特別会計 7349万円 4813万円 3287万円

特 定 地 域 生 活 排 水
処 理 事 業 特 別 会 計 9297万円 3254万円 2846万円

飲料水供給事業特別会計 324万円 68万円 163万円

国民健康保険特別会計 34億1703万円 13億9287万円 12億7236万円

介 護 保 険 特 別 会 計 25億4840万円 9億6378万円 9億262万円

後期高齢者医療特別会計 2億1053万円 6350万円 6374万円

訪問看護事業特別会計 1899万円 608万円 829万円

財 産 区 特 別 会 計
(高畠・二井宿・屋代・和田) 850万円 168万円 191万円

合　　　　計 72億1978万円 29億3199万円 27億279万円

町　債　等　の　状　況

会　計　名 9月末起債残高 一時借入金
残　　　高

一 般 会 計 113億6740万円 0円

下水道事業特別会計 51億2120万円 0円

農業集落排水事業特別会計 4億8325万円 0円
特 定 地 域 生 活 排 水
処 理 事 業 特 別 会 計 2億4371万円 0円

飲料水供給事業特別会計 2523万円 0円

水 道 事 業 会 計 5億3290万円 0円

病 院 事 業 会 計 26億2782万円 0円

計 204億151万円 0円

町　有　財　産　の　状　況
平成27年3月末日現在高との比較

区　　　分 27年9月末現在 増　減

土　　　　　地 23,721,173㎡ 10,996㎡

建　　　　　物 108,285㎡ 0㎡

有　価　証　券 439万円 0万円

出資による権利 2億2521万円 0万円

基　　金　　の　　状　　況
平成27年3月末日現在高との比較

区　　　分 27年9月末現在高 増　　減

財 政 調 整 基 金 3億9476万円 2万円

減 債 基 金 3億9354万円 18万円

公 共 施 設 等
整 備 基 金

7億498万円 48万円

人 材 養 成 基 金 2218万円 0万円

スポーツ振興基金 3202万円 0万円

国民健康保険給付基金 2億4587万円 0万円

地 域 福 祉 基 金 7587万円 0万円

介護保険介護給付費
準 備 基 金 １億3946万円 0万円

財 産 区 基 金
（高畠、二井宿、屋代、和田） 1億4332万円 △112万円

そ の 他 6億5793万円 0万円

計 28億993万円 △44万円

公　営　企　業　会　計

区　　　分 収　　入 支　　出 差し引き

病院事業会計
収益的収支 13億4893万円 10億4171万円 3億722万円

資本的収支 9923万円 1億8003万円 △8080万円

水道事業会計
収益的収支 2億5989万円 1億3251万円 1億2738万円

資本的収支 298万円 1660万円 △1362万円
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高畠地区 糠野目地区 雪
捨
て
場
の

　
　

ご
案
内

【
利
用
時
間
／
８
時
〜
17
時
】

  

県道高畠・川西線

伊達家の墓

吉島橋

●

夏目橋夏目橋夏目橋

最
上
川

最
上
川

最
上
川

　

除
雪
路
線
が
増
加
す
る
一
方
で
、
雪
押
場
の

確
保
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
除
雪
を
取
り
巻
く

環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
除

排
雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
安
全
な
雪
道
を
確

保
す
る
た
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
は

　

み
な
さ
ん
の
協
力
で

　

町
で
は
、
車
道
用
除
雪
車
48
台
、

歩
道
用
除
雪
車
９
台
、
凍
結
防
止
剤

散
布
車
１
台
の
計
58
台
で
、
町
道
を

中
心
に
車
道
２
７
０
㎞
、
歩
道
約
30

㎞
に
わ
た
る
路
線
の
除
雪
に
対
応
し

ま
す
。

　

降
雪
の
際
は
、
交
通
量
の
多
い
順

に
幹
線
道
路
の
一
次
路
線
と
生
活
圏

道
路
の
二
次
、
三
次
路
線
に
分
け
て

除
雪
し
ま
す
。

　

除
雪
車
は
、
朝
３
時
か
ら
作
業
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
降
雪
の
多
い

時
は
交
通
路
を
確
保
す
る
必
要
か
ら

一
次
路
線
を
早
期
に
除
雪
し
ま
す
の

で
、
二
次
・
三
次
路
線
は
遅
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
上
の
雪
押
場
が
な
い

と
、
道
路
幅
が
狭
く
な
っ
て
除
雪
で

き
な
か
っ
た
り
、
能
率
が
上
が
ら
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。
集
落
内
で
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、
適
当
な
空
き
地

な
ど
を
雪
押
場
に
利
用
さ
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／

　

町
建
設
課
建
設
総
務
係

☎
52
４
４
９
１

問
題
点

苦　

情

要　

望

雪
道
の
安
全
確
保
の
た
め

雪
道
の
安
全
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

雪
道
の
安
全
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　除雪についての要望・問題点は集落ごとにまとめて、
区長さんが代表して除雪ステーションにご連絡ください。
　●期　　間／12月１日㈫～平成28年３月31日㈭
　●場　　所／創造の館内
　●連 絡 先／☎（52）２２４５ 　℻  （52）２２５０
　●受付時間／８時30分～17時まで
　　　　　　　※土・日・祝日は、除雪作業中のみの応対となります。
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ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の

取
り
外
し
は
各
集
落
で

その３その４

その６ その５

その７

その８

　

各
集
落
で
除
雪
対
策
委
員
会
な
ど
の
組
織
化
を

行
っ
て
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
路
な
ど
危
険
箇
所

の
安
全
対
策
を

庭
木
は
路
上
に

は
み
出
さ
な
い
で

車
庫
・
玄
関
前
の

除
雪
は
各
自
で

用
水
路
・
道
路
側
溝
に

投
雪
し
な
い
で

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

路
上
駐
車
は

絶
対
に
し
な
い
で

防
火
施
設

周
り
な
ど
の
除
雪

　

雪
囲
い
の
杭

や
庭
木
な
ど
の

路
上
は
み
出
し

は
、
除
雪
作
業

の
支
障
と
な
り
、

事
故
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

　

除
雪
後
の
雪
が
道
路
脇
に
押
さ
れ

　

毎
年
、
床
下

浸
水
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま

す
。
用
水
路
、

道
路
側
溝
に
投

雪
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

雪
に
よ
る
浸

水
の
場
合
は
消

防
署
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

☎
52
１
５
０
５

  

集
落
内
の
貯
水

池
、
消
火
栓
・
ポ

ン
プ
庫
な
ど
の
防

火
施
設
の
周
り
や

ご
み
収
集
所
前
の

除
雪
は
、
各
集
落

で
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

路
上
駐
車
車
両
や
は
み
出
し
車
両

が
あ
り
除
雪
車
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
路
線
の
除
雪

を
行
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

高
畠
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
駐
車
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
宿
泊
駐
車
の
方

は
「
夜
間
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
„
た
っ
た
１
台
“
が
多
く
の

方
の
迷
惑
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
水
路
に
落
ち
な
い
よ
う

に
、
危
険
箇
所
を
点
検
し
、
目
印
を

　

家
庭
用
除
雪

機
の
普
及
に
伴

い
、
除
雪
作
業

前
後
に
道
路
へ

雪
を
出
す
方
が

お
ら
れ
ま
す
。

歩
行
者
や
通
行

車
両
が
迷
惑
す

る
だ
け
で
な
く
、

除
雪
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と

が
で
き
ず
、
ま

た
、
除
雪
の
仕

　

雪
押
場
と
し
て
利
用
す
る
箇
所
の

除
雪
で
邪
魔
に
な
る
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

その９

高
畠
駅
の
駐
車
は

指
定
の
場
所
に

家
の
前
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
各
自

で
除
雪
を
お
願

い
し
ま
す
。

立
て
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

上
が
り
も
デ
コ
ボ
コ
に
な
り
、
危
険

な
状
態
と
な
り
ま
す
。
消
雪
道
路
で

あ
っ
て
も
危
険
防
止
の
た
め
、
屋
敷

内
の
雪
は
路
上
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

HIRO
 

   

消
火
栓

消
火
栓

消
火
栓

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

は
、
各
集
落
で
取
り
外
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
新
規
の
宅
地
造
成
地
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
春
の
再
設
置
や
除
雪
に
よ

る
砂
利
な
ど
が
入
り
込
ん
だ
場
合
の

処
理
に
つ
い
て
も
、
各
集
落
で
行
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

流
・
融
雪
溝

使
用
箇
所
で
は

蓋
を
必
ず
閉
め

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雪
に
埋

も
れ
や
す
い
施

設
や
障
害
物
に

も
、
赤
布
を
付

け
た
竿
を
目
印

に
付
け
て
く
だ

さ
い
。

　

各
家
庭
で
事
前
に
整
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら

落
ち
た
雪
な
ど
各
家

庭
か
ら
出
た
雪
は
、

各
自
責
任
を
持
っ
て

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

排
雪
は
公
設
の
雪
捨

て
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

老
人
世
帯
や
一
人

暮
ら
し
な
ど
、
除
雪

の
困
難
な
方
に
つ
い

て
は
、
地
区
で
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

その１その２
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凍
結
と
破
裂
を
防
ぐ

凍
結
と
破
裂
を
防
ぐ

有
効
な
手
段
は

有
効
な
手
段
は

応
急
処
理
は

応
急
処
理
は

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な

る
と
、
凍
結
に
よ
り
水
道
管
が
破
裂

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
が

破
裂
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
水
が
ム

ダ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
水
道
料
金

や
修
理
代
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
水
道
管
が
次
の
よ
う
な
と
き

は
防
寒
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
屋
外
に
あ
っ
て
、
む
き
出
し
に
な

　

っ
て
い
る
場
合

○
北
向
き
の
寒
い
所
に
あ
る
場
合

○
日
照
時
間
の
短
い
所
に
あ
る
場
合

○
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る
場
合

○
長
期
間
使
用
し
な
い
場
合

　

お
や
す
み
前
に
必
ず
水
抜
き
栓
を

閉
め
て
く
だ
さ
い
。

○
不
凍
水
抜
栓
使
用
時
は
、
全
開
ま　

た
は
全
閉
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。　

開
け
閉
め
が
不
完
全
で
す
と
、
水　

が
完
全
に
抜
け
ず
、
凍
結
や
破
裂　

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注　

意
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
防
止
の
た
め
に
常
時
流
れ
た

ま
ま
の
給
水
装
置
も
あ
り
、
思
い
が

け
ず
水
道
料
金
が
高
額
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
使
用
法
に
つ

い
て
、
給
水
設
備
工
事
店
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

【
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
】

　

蛇
口
や
露
出
し
て
い
る
管
（
保
温

管
は
取
り
外
す
）
に
布
や
タ
オ
ル
を

巻
き
つ
け
、
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
お
湯

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
凍
っ
た
部
分

が
溶
け
て
水
が
出
て
き
ま
す
。

（
注
意
）
熱
湯
を
直
接
か
け
た
り
、

直
火
を
あ
て
た
り
す
る
と
、
蛇
口
や

水
道
管
が
破
裂
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

【
破
裂
し
た
と
き
】

　

ま
ず
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

な
ど
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ

さ
い
。
止
水
栓
が
分
か
ら
な
か
っ
た

り
、
止
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
破
裂

し
た
箇
所
に
布
や
テ
ー
プ
な
ど
を
巻

き
つ
け
、
と
に
か
く
水
を
止
め
ま

し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で
給
水
設
備
の

工
事
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

冬
期
間
は
水
道
検
針
を
お
休
み
し
ま
す

上
下
水
道
等
料
金
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

口
座
振
替
の
お
申
込
は
町
内
の
金
融
機
関
ま
た
は
町
上
下
水
道
課
ま
で

漏水していませんか？
〔漏水発見方法〕

☆見つけたらすぐに修理を☆

（銀色）

▶漏水はメーターでわ
　かります
　全ての蛇口を閉めて
もパイロット（銀色）が
回っている場合は漏水
です

【１月～３月分は
　　推定料金で納入を】

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、冬
期
間
留
守
に
さ
れ
る
方

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、冬
期
間
留
守
に
さ
れ
る
方

　
メ
ー
タ
ー
検
針
は
、
12
月
上
旬（
12
月
分
）で
最
終
と

な
り
ま
す
。
そ
の
後
は
積
雪
の
た
め
、
１
月
〜
３
月
分

の
料
金
は
、推
定
料
金
で
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

推
定
料
金
は
12
月
分
の
使
用
量
で
算
定
し
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
と
き
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
新
築
・
転
入
な
ど
で
、
使
用
水
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
と
き

●
冬
期
間
は
使
用
せ
ず
、
水
量
が
減
る
と
き
な
ど

　
　

変
更
を
ご
希
望
の
方
は
、
町
上
下
水
道
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
冬
期
間
料
金
の
過
不
足
は

平
成
28
年
４
月
分
以
降
の
料
金
で
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先
／
町
上
下
水
道
課
業
務
係 
☎
52
４
４
８
３

　

空
き
家
や
空
き
部
屋
を
お
持
ち
の
場
合
、
ま
た
、
入
院
や
福
祉
施
設
へ
の

入
所
な
ど
で
長
期
に
わ
た
り
不
在
と
な
る
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

中
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
凍
結
事
故
防
止
と
万
が
一
の
宅
内

漏
水
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

平
成
平
成
2727
年
分
口
座
振
替
領
収
書
に
つ
い
て

年
分
口
座
振
替
領
収
書
に
つ
い
て

口
座
振
替
の
領
収
書
は
発
行
い
た
し
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
の
領
収
書
は
発
行
い
た
し
ま
せ
ん
。

金
額
の
確
認
等
が
必
要
な
場
合
に
は
町
上
下
水
道
課
業
務
係

金
額
の
確
認
等
が
必
要
な
場
合
に
は
町
上
下
水
道
課
業
務
係

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

    

☎☎
5252
４
４
８
３

４
４
８
３

高畠町内の指定給水装置工事事業者
㈲ 安 部 設 備
㈱ ハ ギ ウ ダ
㈲ 二 瓶 設 備
㈲ 県 南 設 備 工 業
荒井金物企業組合
アサヒライフライン㈲
桑 島 管 工 事 店
㈱ 金 子 建 設
ハ マ ダ 設 備
カ イ ヤ 住 設
住器サービス佐藤
㈱ ナ ガ サ ワ
鷲 尾 設 備
前 山 商 事 ㈱
㈲ 近 野 工 務 店
みどり環境建設㈱
㈱ 髙 橋 建 設
羽 山 総 合 建 設 ㈱
齋 藤 土 木 ㈱
ま ご こ ろ 住 設 ㈱
㈲ 柴 田 設 備

元山崎
弥生町
元 町
相 森
津久茂
西 町
旭 町
両 組
中島南
上平柳
下海上
下 宿
駅 前
西 町
入生田北
相 森
本 町
西 町
細 越
元和田西
三 軒 屋

☎57 2069
☎52 3485
☎52 3549
☎52 1093
☎57 3170
☎57 5339
☎52 2515
☎56 2195
☎57 5165
☎57 2686
☎56 2186
☎52 2247
☎57 4930
☎57 3501
☎57 4582
☎51 1102
☎57 2277
☎58 0555
☎52 4335
☎56 2436
☎57 3036

※町外指定事業者もあります。
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町
税
は

　
　

町
の
収
入
の
17
％

給与差押の例給与差押の例
滞納者の勤務先に、給与等の支払状況滞納者の勤務先に、給与等の支払状況
について調査しますについて調査します

↓↓
月の給与総額から、国税徴収法によっ月の給与総額から、国税徴収法によっ
て差押禁止となっている額を差し引いて差押禁止となっている額を差し引い
た残りを差押えますた残りを差押えます

↓↓
支払者はその金額を給与から差し引き、支払者はその金額を給与から差し引き、
直接町に払い込むことになります。直接町に払い込むことになります。

↓↓
一度差押えると、滞納額（延滞金含）一度差押えると、滞納額（延滞金含）
すべてが完納するまで続きます。すべてが完納するまで続きます。

　

み
な
さ
ん
か
ら
納
税
い
た
だ
く
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
は
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
、
町
に
納
め
ら
れ
た

町
税
額
は
22
億
８
０
９
４
万
円
で
、

高
畠
町
一
般
会
計
歳
入
総
額
の
約
17

％
を
占
め
る
大
変
重
要
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

も
含
め
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
必

要
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、

自
主
自
立
の
住
み
や
す
い
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
は
、
そ
の

原
資
と
な
る
収
入
確
保
は
一
層
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

正
し
く
納
税
さ
れ
て
い
る
方
か

ら
す
れ
ば
、
滞
納
を
放
置
す
る
こ
と

ほ
ど
不
公
平
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も

の
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
税
収
納
率
の
向
上
と

滞
納
解
消
を
図
る
た
め
、
期
限
を
過

ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
や
慢
性
的

　

滞
納
処
分
に
よ
っ
て
、
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
差
押
処
分
に
よ

り
社
会
的
な
信
用
を
失
う
な
ど
、
結

果
的
に
滞
納
者
本
人
が
損
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
病
気
や
事
業
不
振
、
離

職
な
ど
、
ど
う
し
て
も
期
限
内
に
納

付
で
き
な
い
場
合
は
、
納
税
の
緩
和

措
置（
分
割
納
付
な
ど
）も
あ
り
ま
す
。

　

現
状
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と

放
置
し
て
も
何
ら
解
決
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
、
納
付
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／町

税
務
課
滞
納
整
理
係

☎
52
２
０
５
４

公
平
な
納
税
と

滞
納
の
解
消
に
向
け
て

お
気
軽
に

　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

滞納

な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
滞
納
処
分
（
自
家
用
車
を

含
む
資
産
の
差
押
、
公
売
な
ど
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
税
徴
収
法
第

１
４
２
条
の
定
め
に
よ
り
、
税
務
課

職
員
（
徴
税
吏
員
）
に
は
、
滞
納
処

分
の
た
め
の
捜
査
を
す
る
権
限
が
与

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
預
貯
金
や
給

与
・
売
掛
金
の
調
査
な
ど
を
実
施

し
、
納
税
で
き
る
環
境
に
あ
り
な
が

ら
納
税
を
怠
っ
て
い
る
場
合
は
、『
滞

納
処
分
』を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

♢
町
県
民
税　
　
　
　

４
期
分

町
県
民
税　
　
　
　

４
期
分

♢
国
民
健
康
保
険
税　

６
期
分

国
民
健
康
保
険
税　

６
期
分

♢
介
護
保
険
料　
　
　

６
期
分

介
護
保
険
料　
　
　

６
期
分

♢
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
期
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
期
分

＊
納
期
限
は

＊
納
期
限
は
１
月
４
日
㈪
で
す
。

で
す
。

＊
口
座
振
替
の
方
も
同
じ
く

＊
口
座
振
替
の
方
も
同
じ
く
１
月　月　

４
日
㈪
に
振
替
な
り
ま
す
。

振
替
な
り
ま
す
。

　

口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
納
め
忘
れ
て
い
る
税
金
・
保
険　

料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
う
一　

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
納
付
書
が
探
せ
な
い
時
や
金
額

の
確
認
が
必
要
な
方
は
、
町
税
務

課
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。）

納
期
の
お
知
ら
せ

　
　
【
12
月
の
納
税
等
】

1212
月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

1212
月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

町
税
・
保
険
料
の
納
付
は

町
税
・
保
険
料
の
納
付
は

【
安
全・安
心・便
利
】な

【
安
全・安
心・便
利
】な

口
座
振
替
を

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
の
お
申
込
み
は
、

（
口
座
振
替
の
お
申
込
み
は
、

町
内
の
金
融
機
関
ま
で
）

町
内
の
金
融
機
関
ま
で
）

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

差　　　押差　　　押

▲公売物件の一例

高畠町は納税に対して
誠意のない滞納者には
国税徴収法に基づき

滞納処分を通年行います

差　押差　押
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（注）

14

気
に
な
る
！
平
成

気
に
な
る
！
平
成
2828
年
度
の
軽
自
動
車
税

年
度
の
軽
自
動
車
税
!!!!

軽
自
動
車
税
率
の
改
正
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
率
の
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
は
、
三
輪
と
四
輪
の

軽
自
動
車
で
、
排
出
ガ
ス
・
燃
費
性

能
の
優
れ
た
車
に
「
グ
リ
ー
ン
化
特

例
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
（
表
①
）

　

適
用
さ
れ
る
の
は
、
平
成
27
年
４

月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
に　

初
度
検
査
を
受
け
、
次
の
要

件
を
満
た
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

表①　車種区分 税額（年額）

特例① 特例② 特例③

四

輪

乗
用

自家用 2,700円 5,400円 8,100円

営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨
物

自家用 1,300円 2,500円 3,800円

営業用 1,000円 1,900円 2,900円

三　　　輪 1,000円 2,000円 3,000円

特
例
①
（
75
％
軽
減
車
）

　

電
気
自
動
車
・
燃
料
電
池
自
動
車
・

　

天
然
ガ
ス
自
動
車(

平
成
21
年
排

　

出
ガ
ス
10
％
低
減)

特
例
②
（
50
％
軽
減
車
）

　

乗
用
／
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準

　

75
％
低
減
（
以
下
★
★
★
★
）
か

　

つ
平
成
32
年
度
燃
費
基
準
＋
20
％

　

達
成
車

　

貨
物
／
★
★
★
★
か
つ
平
成
27　

　

年
度
燃
費
基
準
＋
35
％
達
成
車

特
例
③
（
25
％
軽
減
車
）

　

乗
用
／
★
★
★
★
か
つ
平
成
32
年　

　

度
燃
費
基
準
達
成
車

　

貨
物
／
★
★
★
★
か
つ
平
成
27
年

　

度
燃
費
基
準
＋
15
％
達
成
車

　

初
度
検
査
／
新
車
購
入
時
に
最
初

に
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
た
め
の

検
査
。
初
度
検
査
年
月
は
、
自
動

車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
燃
費
基
準
の
達
成
状
況
は
自
動
車

検
査
証
の
備
考
欄
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

農
耕
作
業
用
小
型
特
殊
自
動
車
・
原

農
耕
作
業
用
小
型
特
殊
自
動
車
・
原

動
機
付
き
自
転
車
お
よ
び
二
輪
車
等

動
機
付
き
自
転
車
お
よ
び
二
輪
車
等

　

平
成
28
年
度
か
ら
新
税
額
が
適
用

さ
れ
ま
す
。（
表
②
）

　

経
年
重
課
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

　

平
成
28
年
度
か
ら
初
度
検
査
年

月
に
応
じ
た
税
額
に
変
わ
り
ま

す
。（
表
③
）

（
ア
）初
度
検
査
が
平
成
27
年
３
月
以

　
　

前
の
車
両
／
検
査
か
ら
13
年
を

　
　

経
過
す
る
ま
で
は
現
行
税
額
の

　
　

ま
ま
で
す
。

（
イ
）初
度
検
査
が
平
成
27
年
４
月
以

　
　

後
の
車
両
／
新
税
額
が
適
用
さ

　
　

れ
ま
す
。

（
ウ
）初
度
検
査
後
13
年
を
経
過
し
た

　
　

車
両
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現

　
　

在
）
／
経
年
重
課
の
税
額
が
適

　
　

用
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
15
年
10
月
14
日
以
前
に
初
度

検
査
を
受
け
た
車
は
、
自
動
車
検

査
証
に
年
の
み
の
記
載
し
か
な
い

た
め
、
そ
の
年
の
12
月
に
検
査
を

受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
か
ら
経
年
重
課
が
適
用

に
な
る
車
両
は
初
度
検
査
が
平
成

14
年
12
月
31
日
以
前
の
車
両
で
す
。　軽自動車税は、毎年４月１日

現在の軽自動車等（軽四輪車や
バイクなど）の所有（使用）者に
課税されます。所有（使用）者の
変更・住所変更・廃車などの手
続きを行わなければ引き続き課
税されることになります。

手続きがまだお済みでない場合
は、３月31日までにお手続き
ください。

表②　　　　　　車種区分 現行税額（年額） 新税額（年額）

原動機付き

自転車

50cc以下 1,000円 2,000円
50cc超～90cc以下 1,200円 2,000円
90cc超～125cc以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

軽二輪 250cc以下 2,400円 3,600円
小型二輪 250cc超 4,000円 6,000円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

軽自動車 雪上用 2,400円 3,600円

表③

車種区分

税額（年額）

（ア）初度検査
が平成 27 年 3
月以前

（イ）初度検査
が平成 27 年 4
月以降

（ウ）初度検査
後 13 年を経過
（経年重課）

四

輪

乗
用

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨
物

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三　　　輪 3,100円 3,900円 4,600円

税
負
担
を
軽
減

税
負
担
を
軽
減

「
グ
リ
ー
ン
化
特
例
」

「
グ
リ
ー
ン
化
特
例
」

◇
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
問

　

合
せ
先
／

　

町
税
務
課
住
民
税
係

☎
52
４
４
７
７

軽自動車等軽自動車等のの

所有者の変更・所有者の変更・
　　　　　　住所変更・廃車住所変更・廃車

にはには手続きが必要です手続きが必要です

（注）
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○
償
却
資
産
の

○
償
却
資
産
の

    
    

取
得
価
格
に
つ
い
て

取
得
価
格
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
の
取
得
価
額
に
は
、
そ

の
資
産
を
取
得
す
る
た
め
の
資
産
本

体
の
価
格
の
ほ
か
、
取
引
運
賃
、
荷
役

費
購
入
手
数
料
、
据
付
費
、
そ
の
他
償

却
資
産
を
事
業
で
使
用
す
る
た
め
に

直
接
要
し
た
費
用
も
含
め
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
消
費
税
を
取
得
価
額
に
含
め

て
税
務
会
計
を
行
っ
て
い
る
場
合
（
税

込
経
理
方
式
）
は
、
消
費
税
を
含
め

た
取
得
価
額
で
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税

償
却
資
産
に
つ
い
て

項　　目 固定資産税の取扱い 国税の取扱い

償却計算の期間 暦年（１月～12月）
事 業 年 度

※通常個人の方の申告対象期間は
　　 １月～12月です。

減価償却の方法  定率法

建物以外の一般の資産は
定率法、定額法の選択制

　※定率法を選択する場合はあらかじめ
　　税務署への届け出が必要です。

前年中の新規取得資産
半年償却

　※取得月にかかわらず
　　半年分を償却額とします。

月割償却

購入価格から補助金の額を
差し引いて購入価格とする

圧縮記帳の制度

認められていません
※資産購入価額を

　　記入してください。
認められています

特別償却・割増償却 認められていません 認められています

増　加　償　却 認められています 認められています

評価額の最低限度 取得価格の100分の5 備忘価額（１円）

改 　良 　費 改良を加えられた資産と
改良費を区分して評価する 原則区分評価、一部合算も可

中小企業者等の
少額資産損金算入

の特例
（租税特別措置法）

金額にかかわらず、
認められていません 認められています

〔国税との資産の取扱いの違いについて〕〔国税との資産の取扱いの違いについて〕
　地方税法では、償却資産を所有している事業者の方には、毎年１月１日現在、高畠町内にあ
る償却資産を１月末日まで申告していただくことになっております。 
　平成28年度の申告書は、12月10日㈭頃にお送りする予定です。 
　国税（法人税、所得税）と、固定資産税（償却資産）の償却資産の取扱いの違いについては次の
ようになります。

中小企業者等の少額資産特例
（租税特別措置法第28条の２、第67条の５、

　　　 旧租税特別措置法第67条の８ ほか）

個別に
減価償却して
いるもの

③売買扱いと
　するファイ
　ナンス
　リース資産
（20万円未満）

②３年で一括償却
  （法人税法施行令第133条の 2　　　　
　第 1項所得税法施行令第139
　条第 1項） 

①一時に損金算入
（法人税法施行令第１３３条
所得税法施行令第１３８条）

30万円未満

10万円未満

20万円未満

▼
問
合
せ
先
／
町
税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
２
０
７
８

･･･ 固定資産税の申告対象の資産

･･･ 固定資産税の申告対象となら
　  ない資産

  

○○
国
税
で
の
償
却
方
法
と
取
得
価

国
税
で
の
償
却
方
法
と
取
得
価

　　

  

額
に
よ
る
申
告
対
象
の
一
覧

額
に
よ
る
申
告
対
象
の
一
覧

　

国
税
（
法
人
税
、
所
得
税
）
で
の
償

却
方
法
と
取
得
価
額
に
よ
っ
て
、
固

定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申
告
の
対

象
に
な
る
か
ど
う
か
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

次
の
①
〜
③
の
少
額
資
産
は
、
固

定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申
告
の
対

象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

①
取
得
価
額
10
万
円
未
満
の
資
産
の
う
ち
、

　

一
時
に
損
金
算
入
し
た
も
の 

②
取
得
価
額
20
万
円
未
満
の
資
産
の
う

　

ち
３
年
間
で
一
括
償
却
し
た
も
の

③
売
買
扱
い
と
す
る
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　

リ
ー
ス
資
産
で
取
得
価
格
20
万
円
未

　

満
の
も
の

　

た
だ
し
、
租
税
特
別
措
置
法
を
適
用

し
て
損
金
算
入
し
た
も
の
、
取
得
価

格
が
10
万
円
未
満
の
資
産
で
あ
っ
て

も
、
一
時
に
損
金
算
入
せ
ず
個
別
に
償

却
し
て
い
る
も
の
は
固
定
資
産
税
（
償

却
資
産
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　先月は償却資産のあらましについて説明しました。今回は国税（法人税、所得税）における
資産の取扱いと、固定資産税（償却資産）における資産の取扱いの違いについて説明します。

〔　　　　　　　　　　〕

〔　　　　　　　　　　〕

〔　　　　　　　　〕

〔　　　　　　〕
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まちの話題 あれこれ

　昭和58年9月に高畠町議会議員
に当選以来、7期28年の長きにわ
たり在職されました。
　この間総務常任委員会委員長、
産業建設常任委員会委員長、決算
特別委員会委員長、予算特別委員
会委員長などの要職を務められ、
町政の発展に貢献された功績によ
り受章されました。

　 昭和39年４月から現在の山形
第一信用組合に勤務され、平成９
年４月から22年６月までは同信
用組合理事長を務められました。
　経営体制の強化や迅速な融資対
応に手腕を振るわれたほか、米沢
法人会や高畠町経営者協会の役員
を務められるなど、地域経済の発
展に尽力された功績により受章さ
れました。

　昭和47年４月から、社会福祉
法人高畠三恵会つくし保育園に保
母として平成13年３月まで29年
間勤務されました。
　また、平成19年４月から現在
まで、園長として児童福祉に尽力
されています。地域の保育園とし
て保育環境の整備に努め、幼児保
育の向上、発展に貢献された功績
により受章されました。

旭日双光章

中川清住さん
（北 目）

瑞宝単光章

新藤ゆきさん
（大町一）

旭日双光章

近　凱修さん
（根 岸）

　平成７年から現在に至るまで、保護司として社
会を明るくする運動など長年にわたり尽力されま
した。
　このたび、地域社会活動および更生保護活動の
発展に寄与された功績により法務大臣表彰を受賞
されました。

法務大臣表彰

秋葉正志さん
（沢 口）

　平成３年４月から現在に至るまで、高畠町国民
健康保険運営協議会委員として長年にわたり尽力
されました。
　このたび、国民健康保険事業の発展に貢献され
た功績により厚生労働大臣表彰を受賞されまし
た。

厚生労働大臣表彰

寒河江鴻一さん
（幸町一）

　11月３日㈷文化ホール「ホワイエ」で、タイム
カプセル開封式が行われました。
　このタイムカプセルは、平成７年に町制施行
100周年町村合併40周年記念事業として、20年
後開示用に埋設したものです。
　当日は約60人が来場し、当時の思い出の品々
や手紙を手にして、会場には笑顔があふれていま
した。　

イムスリップタ

めでとうございますお
秋の叙勲
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ろすけ童話賞贈呈式ひ
11月５日㈭、第26回ひろすけ童話賞の贈呈式が浜田

広介記念館ひろすけホールを会場に開催されました。
受賞作品『わたしちゃん』の作者石井睦美さん（東京

都在住）に、ひろすけ童話賞委員会委員長の寒河江町長
から賞状や記念のレリーフが贈られました。

リンピック代表に内定！オ

種目 １位 ２位 ３位

50km一般男子 森岡紘一朗
（ 富 士 通 ） ３時間44分27秒 管 野 智 文

（東洋大学）
吉 田 琢 哉
（盛岡市役所）

20km一般男子 丸 尾 知 司
（和歌山県教育庁） 1時間20分57秒 野 田 明 宏

（明治大学）
高 橋 英 輝
（ 富 士 通 ）

20km一般女子 道 口 　 愛
（自衛隊体育学校） １時間32分34秒 渕瀬真寿美

（大塚製薬）
五 藤 怜 奈
（中部学院大学）

10km一般女子 松 本 紗 依
（順天堂大学） 49分14秒 深 水 梨 保

（至学館大学）
吉 住 友 希

（千葉県立保健医療大学）

10km高校男子 斎 藤 駿 太
（湘南工大付属高校） 42分36秒 川 野 将 虎

（御殿場南高校）
川 田 敦 斗
（滋賀学園高校）

  ５km高校女子 溝口友己歩
（長野東高校） 24分17秒 矢 島 風 香

（長野東高校）
橋 上 創 佳
（常盤木学園高校）

  3km中学男子 佐藤雄太郎
（高畠第一中学校） 19分06秒 伊 藤 唯 斗

（高畠第一中学校）
遠 山 龍 浩
（米沢第四中学校）

  3km中学女子 稲 川 夏 希
（学習院女子中等部） 18分13秒 加 藤 　 凜

（高畠第一中学校）
鹿 場 海 聖
（高畠第一中学校）

　第54回全日本50㎞競歩高畠大会が10月25日㈰に開催されました。来年８月にリ
オデジャネイロで開催される第31回オリンピック競技大会代表選手権選考会を兼
ねたこの大会で、森岡紘一朗選手（富士通）が３時間44分27秒の記録で優勝しました。
　森岡選手は日本陸連の派遣設定記録を突破し、オリンピック代表に内定しました。

もなく完成します間
　現在、高畠中学校建設現場ではグラウンド工
事と外構工事が進められています。
　グラウンド工事ではサッカーコート人工芝と
ソフトボール場に日本スポーツ振興センターの
くじ助成金を受け整備を行い、外構工事では無
散水融雪設備に新エネルギー導入促進協議会の
補助金を受け整備を行っています。
　間もなく完成を迎え、元気に活動する子供た
ちの姿が目に浮かぶようです。

▲グラウンド全景

▲無散水融雪設備配管状況

私たちは toto の助成金を
受けています
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